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１月２５日は土曜日でしたが、土曜授業で、１校時に児

童会による環境集会を開催しました。ゴミの分別や一日

の電気料など、身近な環境問題をクイズで出題。その後、

環境を守るために、大津東小学校学校ＩＳＯ宣言を行い

ました。「歯磨きの水はコップ１杯」「教室を使わないとき

は電気を消す」「ゴミを分別する」「バケツの水は線の所ま

で」というものです。地球環境を守る上で大変重要なこと

です。しっかり取り組んでいきます。 

 

１月２５日（土）２，３校時に、校内駅伝大会を開催

しました。風が強く、小雨がぱらつく天気でしたが、無

事に開催できました。子どもたちの中には、前日に発熱

で欠席をした人もいて、無理をしないようにいいました

が、みんな一生懸命に頑張りました。応援もよく行い、

「頑張れ－！」という声援が飛び交っていました。学校

のまわりの道路を走りましたので、ＰＴＡ生活委員会の

皆様には、走路の途中に立ち、子どもたちの安全を見守                           

っていただき、ありがとうございました。 

 

 １班７人の６班での競争でした。いつもの縦割り班

でした。低学年は、１人約１ｋｍ、高学年は、１人約

１．６ｋｍのコースでした。持久走が得意な人、苦手

な人がいますが、少しでも自分の持つ記録を更新しよ

うという意欲は、すばらしいものでした。 

 将来を生き抜く体力と精神力を身につけるために、

大変良い機会となりました。無理をする必要はありま

せんが、これからも地道に体力づくりに励みたいもの

です。 

                                                                                                                                                         

大津町立大津東小学校 
校長 武藤 将司 



昨年の１２月から、本校、大津小、大津南小の三校

での交流活動を学年ごとに大津小体育館で行ってい

ます。１２月３日に４年生、１２月４日に１年生、１

月２８日に５年生、１月３０日に３年生が行いました。

２月５日に６年生が行う予定です。２年生は、１２月

５日の予定でしたが、インフルエンザの流行で中止と

なりました。 

 

大津中で一緒になる３つの小学校で集い、交流を深

める中で、中１ギャップをなくすことや子どもたち

の親睦を図ることがねらいです。 

  ５年生では、本校の牛舞いやもち米つくりについて  

発表しました。多くのお友達の前で、堂々と発表する 

姿は立派でした。大津小や南小の発表もあり、お互い 

を知り合う良い機会となりました。 

１月１８日（土）に町老人福祉センターで行われました。

本校からは、カードゲームクラブのメンバー４名が参加し

ました。全体では町内の小学生が５０名ほどの参加でした。 

「江藤家住宅」や町無形文化財「大林牛舞い」などを、

写真付きで紹介するカルタで、古里の歴史に興味を持てる

取組となっています。本校の児童も楽しく参加できました。 

 

１月１９日（日）の１３：００からサクラマチクマモトの熊本城ホ

ールで「熊本県人権子ども集会」が開催されました。本校からも代表

が参加しました。県下２３００名の参加者の中での開催でした。 

松橋支援学校中学部、八代市の宮地小学校、勇志国際高

校からの発表、全体活動、集会アピール採択が行われまし

た。どれもが心に響く内容でした。 

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす熊本県人権子

ども集会アピール文として、身の回りのインターネットや

ＳＮＳで攻撃されたり、「いじり」という言葉でごまかさ

れた差別やいじめを受けたりすることをなくしてしてい

こう、から始まるアピール文の採択がなされました。 

〔１年生の三小交流〕 

〔５年生の三小交流〕 


